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ムヒカ大統領のリオ＋２０会議の衝撃的なスピーチから２年半が経ち、ムヒカ大統領は今年の３

月ウルグアイ大統領として任期を終えました。日本や世界各国でこのニュースは大きく取り上げら

れましたが、その後のムヒカ大統領の活動は南米以外であまり知られていません。 

実は去年の１２月から彼は国ではなく南米諸国連合（UNASUR)の会長、即ち南米諸国連合の

大統領として南米外交で多いに活躍しています。 

国の枠を超え、南米をひとつの共同体としなければ未来はないと訴えてきたムヒカ氏がこの座

につくのはラテンアメリカ出身の誰でもワクワクすることです。 

この就任式ではリオ+20会議のときのガランとした会場から打って変わって、南米各国のリーダ

ーがエクアドルのUNASUR本部に集い盛大に行われました。ムヒカ大統領のためだけに集まった

かのような大盛り上がりの式典でした。 

その就任式の公演がまた心に刺さるものでしたので、時間がかかりましたが日本の皆様に共有

したく翻訳いたしました。 

先週ムヒカ大統領は８０歳になりました。この波乱万丈な人生から溢れる彼の濃い言葉を訳して

いると心にパンチされるかのような気分です。 

個人的な話になりますが、このスピーチが近年失敗ばかりしてきた私にまた踏ん張る力と失敗

に恐れない勇気を分けてもらいました。¡Gracias Pepe! 

＊UNASUR とは 

南米諸国連合（UNASUR：Union de Naciones Suramericanas）は，加盟国の主権及び独立を強化

しつつ，社会経済的不平等の根絶，社会的包摂と市民参加の実現，民主主義の強化等を見据え，

政治的対話，社会政策，教育，エネルギー，インフラ，金融環境等を優先課題として，南米諸国民

の文化，社会，経済及び政治面における統合と団結の場を構築することを目的としています。 
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UNASUR（南米諸国連合）のムヒカ大統領の就任スピーチ 

翻訳：打村明 

国民のみなさま、ここにお集まりの大統領様、仲間の皆様、大使の皆様、多いに感謝いたします。 

私はちょっとイカれた一般市民です。 

私の唯一の功績は品がなく、頑固で、熱心で、継続的な性格で耐えることができたことです。私は

決して偉人ではありません。刑務所に入ってしまった理由はスピードが足りなく捕まってしまったか

らです。（笑） 

ヒーローの資質はありません。しかし、内なる炎のようなものは持っています。社会の階級、社会

的な不公平差が我慢なりません。人間は社交的な動物なのだと思います。地球での人間の歴史

の９０％を家族や家族集団で生活してきました。一人では生きていけず、みんなの助けが必要な

変わった猿なのです。そのことがハードディスクにインプットされ、そのハードディスクは社交的な

のです。 

だから「人間は政治的な動物だ」と断言するアリストテレスは正しいのです。そうなんですよ、猫で

はないのです、社会に認められたいのです。 

しかし歴史の様々な出来事が、後の１割の人類の歴史の責任者なのです。９割がそうではないの

です。美しいものを与えてくれたのです。気づいてみたら私たちは１００年前と比べ、４０年も寿命

が延びました。 

結局のところ、世界には飢餓があると知っている、人口も倍あります。食料も倍ありますが生産し

たものの３０％を私たちは捨てています。この残り物を犬にもあげませんし、ましては貧しい人にも

与えません。それがこの文明のむき出しのクリアで悪性的な矛盾点なのです。そしてその矛盾に

充電し戦い続けているのです。 

こんなにものが溢れている現代のような時代はいまだかつてない！ 

こんなにたくさんの知識もいままで決してない。 

世界の１分間に消費される軍事費は２兆米ドルですよ。 

私はこの衝撃的な事実を伝え続ける事を私はやめませんよ。 

「世界の何百万人もの貧しい人たちに目を向け、人間味のある生活ができ、世界の需要を大きく

できるような地球規模のプランのためのお金がない、リソースがない」と言える人は恥知らずです。 



世界のもっともお金持ちな人が毎日１００万ドルを使ったら、財産を使い果たすのに２２０年もかか

ると言っていますが、2%から４％の利率がありますから１日４００万ドルのお金も入ってくるので、

もっとかかります。 

私たちが「世界にお金がたりない」なんて言えるのは、お金を出して解決できる人に要求ができず、

その人のポケットに手を突っ込めず、そうさせることができない政治的意気地なしだからなのです。

だから私は政治にいるのです！ 

だから政治の世界で戦うのです。結局のところ、簡単に言うと貧困者のためにベーコンをもう少し

太く切らなければならないということです。政治というのは自分には好都合で別の人には不公平な

選択肢を決めなければいけないものだからです。マジョリティーにいるか、マイノリティーにいるの

か、中立でいられず、どちら側かを選択しなければいけないのが政治です。 

みなさん、これの他に別のこともあります。正義より大事なこと。 

私たちは生きている世界は涙の谷で、死んだらパラダイスにたどり着くという思想にはめ込まれて

育ってきました。天国はいまここなのです！或いは地獄は今なのです！人がより良い暮らしをする

には、いま人生のために戦わなければならないのです。中立な立場なんてないのです。ですので、

忘れられがちな中立で基礎となる価値観について話すのであれば、意味があります。 

私は尊敬されても自分の指なんてしゃぶりませんよ。老人のまま私はここを出て行きます。そんな

ことより考えなくてはならないのが、ここには沢山の若者がいること。そしてあなたが若ければ次の

ことを知っとかなければならない。 

人生というのは 1分 1分とあなたから逃げていきます。足りないからといってスーパーで追加で買

うことができないのです。ですので人生を活きるために戦ってください。人生に中身をあげてくださ

い。他の生物の生き方と人間の生き方の違いというのは、あなたには自分の人生の方向性をあ

る程度決められるというところにあります。あなたが自分の人生の道の創設者になれるのです。 

生まれたままに生きる植物と違い、あなたは生まれたあと自分の人生に中身を詰めるか詰めない

かを選択できるのです。 

マーケットに自分の命を売り、必要でもないものを買いあさり、ローンを支払いながら人生を過ごし

ていたらあっという間に私のような老人になってしまいますよ。リューマチまみれのね。あなたはこ

んな世界に生まれたのです。ぶち当たってこそ、世の中に何をしたのかが分かります。 

でも、あなたには夢があり、その夢のために戦い、希望を残ったものに伝えようとしたのならば、あ

なたのその活気が丘の上や広い海に少し残っているのかもしれない。その一瞬の記憶がどんなに

すごい記念碑よりも、伝記よりも、賛歌よりも、詩よりも価値あるものなのです。 

人類の希望は新しい世代で具現化するのです！ 



みなさま、命より大切なものはありません。幸せのために戦ってください。そして幸せといのものは

人生に内容を詰めるということなのです。道を作り、襲われてはいけないのです。そのためのレシ

ピなんてありません。ここにあります、あなたの良心に。使われるか、それとも奇跡的に生まれたこ

の機会を使うか。 

また戻りますが、若者にもうひとつアドバイスをさせてください。 

不可能なことを可能にするには更なる努力が必要です。そして本当に負けてしまうのは腕を下げ

自分を渡し、諦めるときのみです。 

人生では何千回といろんなことで転びます。愛で転び、仕事で転び、いま考えているその冒険でも

転び、実現しようとしている夢でも転びます。でも、それには千と一回立ち上がり、一からやり直す

力があなたにはあります。 

その道が実は一番大事だからなのです！ 

ゴールなんてありません。勝利のアークも、私たちを待ち受けている楽園も、戦争で死んだからっ

て待ち受けている側女なんていうのもありません。そこで終わった、それだけなのです。あるのは

別のものです。それはどんな状況にいてもこの短い人生をフルに活き、人生を愛し、そのために戦

い、人に伝えようとする美しさです。人生はもらうだけではだめなのです。まずは自分の何かをあ

げることなのです。どんなにボロクソな状態でも、必ず自分よりも悲惨な状態の人に何かを与えら

れます。 

みなさま、私は若かった。１９４０年代、南米のスイスと呼ばれる国で勉強をしました。英国帝国に

とって私たちは特権を持ったやっかい者でアルゼンチンのみなさんと同じくとてもうまく行き、世界

の権力ある国々の間にいても誇り高くいられました。ラ・プラータ川は南米の中でも特殊な場所で

した。 

ヨーロッパ人のようにも見られ、一時期自分たちもそう思ってしまうほどでした。しかしそれは妄想

に過ぎませんでした。戦争の後に世界は変わり自体は変わりました。IMFに借金をしはじめてしま

ったのです。それが私の青春時代でした。とても美しく高いところから世界を見ていた現実が崩れ

落ちました。高いところから落ちるのが一番痛いのです。もともと下にいるのに慣れている人は断

念できるのですが、上に行ってしまったら落ちるのは痛い。 

ですので私はそういった上から落ち、顎を打ってしまった人たちで世界を変えようとしたムーブメン

トに参加していましたがフクロ叩きにされました。 

夢を宥め、無産階級の独裁政権が階級の戦いの大事な解決になると思っていました。各世代で

のそういった過ちをしてしまいます。しかしその昔の内なる火がとても強かったからこそ今に至るの

です。自分たちの犯した過ちを受け入れながら命という恵みと寛大さにも気づきます。そして世界

が物とお金と資源で溢れている中、人に車を貸すことも惜しみ、貧乏人に手を差し伸べず、野良犬



にご飯も家も上げないような、こんなにもセコイ世界は他にあるのでしょうか。神様に謝りたい。心

を開き、間違ってでも人に世界に自分のすべてを捧げる青年達が恋しい。 

若者たちよ、私はあなたたちに伝えたいのは昔の葛藤や昔の過ちの愚痴ではありません。人生は

ずっと続く学びの場で、間違った道やお互いの足を踏んでしまう道です。 

しかし私たちを押した昔の要因がいまの時代にも存在し、資源と可能性に満ちた地球にいままで

にない富の集中、いままでにない貧富の差が見られます。人間は無限に良くなっていく社会を作

れるのだと信じています。歴史の深くに閉ざされた古来の社会を勇気を持って見てみてください。 

石器時代の人になれとは言っているのではなく、人間社会を守る為の寛大な精神から学んでほし

いのです。幸せになるための根本的なこと一番シンプルなところを理解し実行するには他の人の

命が必要なのです。個人は無です。 

個人は社会依存していて、その社会の歩みこそが私たちの生活を永続的に豊かにしていくのです。

ですのでこの共同の動機をいまのこの歴史に立たせなくてはならないのです。このラテンアメリカ

ではこの動きに名前が付いています。お互いが寄り添って、統合し、多様性を尊重する文化を活

気付けるムーブメントです。それをしながら私たちの隠された深い歴史も見せていかなければなり

ません。 

これはしなければいけないことだし、政治的要求と次世代の若者の真剣な関わりが、幸せに暮ら

したければできることです。そのような、人生をかけられる活きたアイディアを提起してください。マ

ーケットの奴隷になんて絶対にならないでください。 

これからの世界は私たち次第です。そして我々ラテンアメリカ人はこの現実に遅れてそして後ろか

らスタートしたからこそ、文明の最高の一面を見せなければなりません。平和な南米大陸、公平な

南米大陸、団結する南米大陸、生めれて死んでいくのが美しい南米大陸、公平さにイエスという南

米大陸、憎しみのない南米大陸、復讐を望まない南米大陸、命の泉であるこの地球という惑星の

創造性を守り人間という動物を尊重する南米大陸でなければなりません。 

あなたの存在にコンテンツを与えてください。このことを意識的にしないと、その内容はまた新しい

ゴミを買うための月末の支払い金に変化してしまい、その悪循環にはまり、あなたの人生の最後

の日まで続き、気づけば骨ひとつ上がらず記憶と生命力と共にサヨウナラです。 

コレアさん（コレア大統領）違います。若いのは一度きりですがそれは外観です。若さだけでなく、

鏡を見て現実に責任をもつ不遜さ、それは若くても、年取ってても、中年でもできることです。世界

を男、女、黒、黄色に分けてはいけません。いいえ！２つのカテゴリーに分けます： やり通す人と

そうでない人です。やり通すというのは大義を抱きしめることです。 

ですので私は出口の時間に近づいているとわかっています。どのようなときに死のうともうやること

はやったのです。私はまだ死後の世界も神も信じることができていませんが、すべての宗教を尊



敬します。なぜ様々な宗教を尊敬するか？病院で死に際にいたる人たちに良質な死ぬプロセスを

与える偉大なサービスを与えるからです。その宗教を信じなくてもバカにすることはできません。尊

敬しています。 

宗教の正当性について考えさせられます。どの時代でもどの世代でもすべての歴史のなかにもそ

して世界の隅々で人間はいつも何かを信じています。 

人類ほど非現実的なものはありません。だからこそ死後の世界をも創造することができるのです。

人類が好きですし感嘆しています。宗教を尊敬しています。私もいつかは土に還るか、みなさまの

頭の上に飛ぶハトになっているといいですね。 

エクアドルよありがとう！みなさまお元気で 

ペペ・ムヒカ 


